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プロセスライン用レーザ溶接機の開発  

Development of Laser Welder for Process Line 
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要旨 : 

当社は新しい溶接法であるレーザ溶接を鋼板の製造プロセスラインに適用すべく開発を進

めて来た結果，冷延材用レーザ溶接機の完成に引き続き，酸洗前の熱延材用として出力 5kW

の発振器を備えたレーザ溶接機を国内で初めて，昭和 58 年 5 月水島製鉄所に，同年 7 月千

葉製鉄所の各連続酸洗ラインに設置し，その後順調に稼動している。本溶接機は広幅(600-

1880mm)
















